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１ 当懇話会の開催経過

＜開催経過＞

平成22年度 「京都府におけるスポーツ施設のあり方懇話会」設置

～平成25年度 新球技場（ｻｯｶｰｽﾀｼﾞｱﾑ）や府立体育館リニューアル等

について意見聴取を実施

平成28年度 通年型アイススケート場の整備について意見聴取

今 回 屋内スポーツ施設の整備について意見聴取

＜当懇話会の設置目的＞

京都府におけるスポーツ施設のあり方について、スポーツ振興
や行政経営等に関して優れた識見を有する専門家から多角的に意
見を聴くために設置するもの
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全国からみた京都府の大規模スポーツ施設数の状況 スポーツ庁「体育・スポーツ施設現況調査（令和３年度）」を基に算出

19

1周400mの トラックを 有するもの

40

10,000㎡以上

23

10,000㎡以上

240

10,000㎡以上

114

1,300㎡以上

44位33位873体育館

野球場

ソフトボール場

球技場

44位31位797多目的運動場

48 25位 36位

44位42位115

大規模施設数

人口当たりの全国順位

大規模施設数の

全国順位
施設総数施設種

40位27位23陸上競技場

大規模施設数

２

２ 府内スポーツ施設の現状



府内における過去10年間の国際大会の開催状況（屋内スポーツ）

開催年 大会名 会場

平成25年 バレーボールWorld Grand 
Champions Cup 2013

島津アリーナ京都

平成26年 バスケットボール男子日本代表国際
親善試合2014

京都市体育館

平成26･27年 FIVBワールドグランプリ2014・
2015 男子バレーボール大会

島津アリーナ京都

平成28年 FIVBワールドグランプリ2016 女子
バレーボール大会

島津アリーナ京都

⇒ 近年、屋内スポーツに係る国際大会の開催実績は増加できておらず、
近隣地域でアリーナの新設が進んでいることから、今後の大会誘致が
一層困難となる恐れがある。
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３ 府に必要な屋内スポーツ施設のスペック（案）

各種屋内スポーツの国際大会等を開催する場合の施設要件

⇒ 京都府としては、国際大会やプロスポーツ等の開催が実現するよう積極的な
誘致を図っていきたいと考えている

※新設される「S-V.LEAGUE」においては、
2030年以降5,000席以上の観客席数を有する
ことが基準要件となる。

※
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新設する屋内スポーツ施設に求められるスペック（案）

項目 スペック 考え方

競技面（コート） バスケットボール及び
バレーボールコート3面分

・他スポーツでの公式試合等にも対応できる大きさ
を想定

観客席 ５，０００席以上 ・バレーの世界選手権予選の開催が可能
・VリーグやBリーグ、Tリーグの試合開催が可能

その他諸室 ― ・運営関係者等が必要とする用途に対応し、機能的
で使いやすい部屋数、面積が必要

スポーツ大会開催のための要件

・避難所等の防災機能の付加

・展示場機能等MICEでの活用

・コンサート等文化イベントでの活用

５

スポーツ利用の他に想定される機能



４ 近隣府県の状況

６

関西圏の大規模屋内スポーツ施設（広域） 5000席以上の屋内スポーツ施設。完成時期が明らかな整備予定の施設も掲載。

地図データ©2023 



７

京都近辺の大規模屋内スポーツ施設 京都府内及び近県の5000席以上の屋内スポーツ施設。完成時期が明らかな整備予定の施設も掲載。

地図データ©2023 



５ 最新のスポーツ施設の現状

８
出典：沖縄アリーナ公式ホームページ、沖縄市ホームページ、琉球ゴールデンキングスYouTube



９
出典：SAGAサンライズパーク公式ホームページ、PR TIMES記事、 Yahoo JAPAN!ニュース記事、菅野こうめいtwitter記事、佐賀りあんニュース記事、SAGAアリーナパンフレット、SAGAサンライズパーク(仮称)施設計画
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出典：サンガスタジアム by KYOCERA公式ホームページ、読売新聞オンライン記事、GAME Watch記事、びばっこ保育園公式ホームページ
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出典：長崎スタジアムシティプロジェクト公式ホームページ、長崎スタジアムシティプロジェクトを国土交通大臣が認定（国土交通省発表資料）
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出典：北海道ボールパーク Fビレッジ公式ホームページ



６ 屋内スポーツ施設整備の検討状況
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整備検討場所の位置

府立大学

向日町競輪場

府立体育館
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府立大学 現第１・第２体育館（既存施設）

施設概要

第１・第２
体育館

賀茂川

正門
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R4.8～ 共同体育館整備に係る意見聴取会議
有識者から、学生利用を大前提とした上で、新しい大学体育館のあり方について意見聴取

①府立大学共同体育館に係る検討状況

大きく5つの観点について、各委員から意見を聴取

第１回～第２回会議での主な意見

① 大学体育館としての利用 学生・地域・府それぞれの意見の真ん中に三方よしとなるような施設として位置付けられる
べき 等

② 大学の教育・研究機能の向上 先端的で、地域と調和した施設となれば、大学としてかなり大きな宣伝効果がある 等

③ 大学スポーツ等の拠点形成 大学利用状況を踏まえながら、地域や大会等での利用を考えていくことが必要 等

④ 周辺環境との調和と地域住民の
利便性の向上

地震や水害等の災害時に地域の安全拠点となるような施設になるとよい 等

⑤ 誰もが使いやすい体育館 多様性と調和に配慮した施設整備を行う際には、多くの方がそこに集えるようなアクセシビ
リティの確保が重要 等

第３回会議での主な意見
直近に開催した会議での各委員意見の概要は次のとおり。

・大学の体育館としては、既存の第２体育館を残しながら、第１体育館のコート面をバスケ２面分から３面分
に拡張する規模で十分ではないか

・府民と学生の意見のバランスをとっていくことが大事
・学生利用を大前提に考えるならば、金銭的・非金銭的な便益に照らして、投資が見合うか否かの判断をして

いく必要がある
・整備を検討するうえで、学生の意見を集めるプラットフォームを活用していくことが重要
・府内に体育施設が足りない問題は北山だけで解決する問題でなく、府域全体で解決すべきもの
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現向日町競輪場（既存施設）
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R4.7～ 向日町競輪事業外部有識者会議
向日町競輪の今後の事業運営について、幅広い視点から意見を聴取することを目的に設置

②向日町競輪場に係る検討状況

R5.2 向日町競輪事業の今後のあり方に関する基本的な考え方
・令和７年度以降も競輪事業を継続
・競輪開催の場としての機能だけでなく、レジャーや憩いの場、スポーツ活動・防災の拠点などの多目的・
複合的な機能を併せ持った、地域の交流・賑わいの拠点となる施設へと転換

⇒ 第5回会議（R5.5.22）において、委員から、施設・機能の集約化に伴い生じる敷地内
の余剰スペースについて、来場者の減少を踏まえた賑わい創出のため、集客の見込める屋
内スポーツ施設の整備について提案があった。
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